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再建募金の現状報告と感謝

　日本聖書神学校は、2015 年から
2016 年にかけて深刻な財政危機に見
舞われました。見通しの甘い計画に基
づき行った建築資金のための借入金返
済が、通常の神学校運営を圧迫すると
いうような、あってはならない事態に
陥り、全国の諸教会にまでご支援をお
願いすることとなりました。そんな中
で教授会は、このような事態を招いた
根元には、日本聖書神学校が神学教育
において大切にするべきことを見誤っ
てきたのではないか、と考えました。
そのことを反省し、また今回の事態で
失ってしまった諸教会からの信頼を回
復するためにもう一度、日本聖書神学
校の教育において大切にすべきものは
何であるかを、確認することが、神学
校の再建に不可欠であると考えました。
　教授会で 1 年以上話し合ってきた
ものに、同窓生や学生たちの意見を聞
きながら、修正を加え、このたび理事
会・評議員会に「日本聖書神学校のミッ
ション・ステートメント」として提出

いたしました。
　日本聖書神学校では創立以来、聖書
に根差した宣教奉仕をその旨としてき
ました。このたびのミッション・ステー
トメントでは、そのことを、「１聖書
に聞き、学び続ける伝道者　２祈って
道を切り開いてゆく伝道者　３隣人と
の出会いに開かれ社会に向き合う伝道
者」を養成してゆくことを中心に据え
ることとしました。
　日本聖書神学校のルーツは、戦後の
荒廃の中、日本の復興にはみ言葉の宣
教が不可欠だと信じた群れが何もない
ところに祈りはじめたところにありま
す。具体的な痛んでいる人や社会の回
復のための祈りから神学校が始まった
ということを大切にしたいと思います。
　そして建学以来の「聖書そのものが
熟読せられ、聖書そのものが一切の学
びの中心となる神学校でありたい」（学
報 1950 年、2月岡田五作）という願
いを大切にします。
　日本聖書神学校の一番の特徴は、夜

学であることです。働きながら夜学ぶ
という欠けも制約も多いところで、そ
れでも福音宣教の召しを受けた人の召
命を日本聖書学校は支えます。その経
験があるがゆえに、多くの卒業生の先
生方は困難の中でも主の導きを信じて、
日本の各地に派遣されてゆきました。
その伝統を大切にしたいと思います。
　創立 70 年の節目に大きな財政危機
に陥ったことは、これからの日本の社
会の中でどのような牧師を育て送り出
してゆくかを、神学教育に携わる者に
深く考えさせてくれる機会となった
と、教授会では考えています。神学校
において大切に受け継ぎ残してゆくべ
き資産は土地や建物以上に、そこから
送り出されてゆく卒業生たちです。こ
れからも日本聖書神学校の伝道者養成
の働きの上にお祈りください。
　なお、ミッション・ステートメント
はさらに内容を加え、2017 年春には
理事会で承認していただく予定です。

（文責：柳下明子教務部長代行）

神学校の教育方針

　2016 年 4月に日本聖書神学校の再
建募金が始まりました。これは、2006
年～ 2008年にかけて建築した礼拝堂・
図書館棟建築時に資金とした私学財団
借入金・学校債の返済及び償還が当法
人の経営を圧迫し、返済・償還財源の
確保が難しくなったことによります。
　理事会ではこのような事態に立ち
至った原因の究明を行い、礼拝堂・図
書館棟建築時の資金問題の再検証、責
任の所在などについて確認をしてまい
りました。その過程で理事会は深く悔
い改め、そしてまた、経営危機解決の
ために何が出来るかを検討し、全国の
教会・伝道所の皆様に 2016 年 10 月
迄と期間を区切って再建募金のお願い
をいたしました。
　再建募金の開始と共に教会・伝道所・
個人の皆様から熱い祈りと献金をお寄
せいただいております。献金は 10月
を越えて現在も寄せられており、11月
末で 70,397,395 円 (2016 年 3 月迄の
同窓会緊急募金を含む )となりました。
　再建募金の報告を 11 ～ 12 月に全

国の教会・伝道所にしたいと計画して
いましたが、上記の状況ですのでクリ
スマスを終えた 2017 年 1月末を目途
に献金者リストをまとめ、2月～ 3月
頃に報告書をお送りすることにいたし
ました。よろしくお願いいたします。
　理事会では再建募金を皆様にお願い
する一方、私学財団借入金の返済と学
校債の償還財源を確保し経営危機を乗
り越えるために、りそな銀行より 2億
8千万円の借入（返済期間 15 年）を
いたしました。
　この銀行からの借入金と皆様から寄
せられました献金によって私学財団の
借入金を完済し、学校債も漸次償還し
つつあります。財源的に厳しい状態は
続きますが、テナントビルからの収益
と学校施設の一部を貸し出しすること
によって、漸く 15 年間の銀行借入金
の返済の目途も付けることが出来るよ
うになりました。
　再建募金にご協力いただいた皆様の
お祈り、お励まし、そしてお叱り、また、
お手紙やお葉書でお寄せ下さった皆様

のあたたかいお言葉に心を熱くさせら
れ、悔い改めと共に感謝の思いでいっ
ぱいです。
　たくさんのそうしたお言葉の一つを
ご紹介させていただきます。「日本聖
書神学校の経営危機のお知らせを頂
き、祈っておりましたがなかなか具体
的な形で表すことができず、申し訳な
く思っています。大変遅ればせながら、
過日６万円を献金させていただきまし
た。この中には、ご婦人方がマドレー
ヌを焼いて販売した収入も含まれてい
ます。とても支援とは言えないような
僅かな献げ物ですが、マドレーヌを焼
いた御婦人方を始め、教会員の祈りと
してご査収いただければ幸いに存じま
す。引き続き祈らせていただきます」
　日本聖書神学校は皆様のお祈りとお
支えによって、福音伝道の業に励む伝
道者をこれからも育成していく所存で
す。どうぞこれからも祈りのうちにお
覚えください。　（記 総務部長土橋誠）
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オープンキャンパスに出席して

　秋の全校修養会が 10 月 28 日～ 29
日に八王子市にある「高尾の森わくわ
くビレッジ」で行われた。今回は教授
会が新しく提案する本校のミッション
ステートメント（これからの神学校の
果たす使命）を学生が受け止め、それ
について考える貴重な機会であった。
　まず前提の学びとして、小林校長と
郷教授による「福音教会と神学校の歩
み」についての講演を聞き、わたした
ちの神学校のルーツとその歴史につい
て学んだ。その後、本題であるミッショ
ンステートメントについての説明が柳
下教授よりなされた。
　今回のミッションステートメントは、
大きく分けて三つの柱に分けられる。
それは①聖書に聞き、謙虚に学び続け
る伝道者、②祈って道を切り開いてい
く伝道者、③隣人との出会いに開かれ
社会に向き合う伝道者、の三つである。

　これらは、本校の神学教育の理念にも
とづいており、その線に立って今一度、
現在の方針を見直そうとする決意が伺わ
れた。そこから更にアクションプラン（行
動計画）が展開され、より具体的で実際
的な活動計画が提案された。
　二日目は早天礼拝に始まり、その後、
学生によるミッションステートメント
への応答の時が持たれ、関神学生と中
條神学生が率直に感想を述べた。分団
で話し合う備えとして、鋭い指摘があ
る一方で教授陣への感謝の思いをあら
わす機会となった。
　分団では四つのグループに分かれ
て、今回の提案に対する検討、これか
らの神学校の課題を話し合った。一時
間半の十分な時間をもって、教授・学
生が自由に意見を出し合い、その後そ
れぞれのグループによる全体報告がな
された。

　全体報告では、神学校内外のコミュ
ニケーションの重要性を訴える意見が
多く見られた。本校は夜学のため、教
授と学生間、または学生同士のコミュ
ニケーションをとる機会が少なく、限
られている。
　全校修養会はその点でとても貴重な
機会であり、このような時にこそ、神
学校の内外の課題に共に向き合う必要
性を感じさせられた。自然の中、一泊
二日の主にある交わりの時を有意義に
過ごせて感謝であった。

全校修養会報告

　今回の『「死と向き合い、生を見つ
める」－神道、仏教、キリスト教の視
点から－』に出席してみて、改めて思っ
たことは「キリスト教はすばらしいな」
「クリスチャンであって良かったな」
ということでした。
　「神道には死はありません」「神さま
も死なれるのです」と聞いた時には、

「ああ、これでは良く生きることはで
きないな」と、イエス様の復活によっ
て生かされている自分の今を思いまし
た。イエス様の復活があるが故に、わ
たしは生き生きと今の生を送ることが
できる。神様の復活のない死は、真実
の死ではないこと、また、人を救いえ
ないこと、罪の赦しのないこと、色々
なことを考えさせられました。
　お坊さんが「私は住職にさせられた
のです」と言われたのは、照れくささ
とご謙遜の気持ちから発せられたのだ
とは思いましたが、召命を受けて神学
生にさせられた自分の「させられた」
とは、ずいぶん違うなと考えさせられ

ました。召命を受けることの重大さ、
緊張感、そして教会のみんなから祈ら
れていることへの感謝と使命感、クリ
スチャンであることの喜びを、心の中
で深く感じました。
　郷先生の垂直方向へ、そしてまた水
平方向に広がる十字架の神学、カト
リックの内科医の先生の患者さん達へ
の温かい心遣い、思いやり、学ぶこと
がたくさんありました。たいへん有意
義な集会でした。日本聖書神学校なら
ではこそと、自分の内にある愛校精神
に気づかされました。

眞柄光久（１年）

早川 真（２年）

 春期伝道実習教会を求めています
　2017 年２～３月に春期伝道実習を受
け入れて下さる教会を求めています。期
間は10 日から２週間程度で、日曜日を
２回経験できるプログラムでお願いいた

します。短い実習期間ですが、教会のプ
ログラムを濃密に経験することで、近い
将来伝道者としてスタートするための良
きステップとなることを期待して神学生

を派遣したいと思います。本校の神学生
の実習先は通常は首都圏の教会に限られ
ていますので、地方の教会の現実を肌身
で感じる良い機会となります。

2016 年７月発行の『聖書と神学』28号 197 ページに誤りがございました。ご迷惑を
おかけいたしましたこと、お詫びして訂正いたします。
（誤）東京大学総合文化研究科博士後期課程修了（学術博士）
（正）学習院大学人文科学研究科博士後期課程（文学博士）、東京大学総合文化研究科博
士前期課程修了、博士後期課程単位取得修了（学術修士）。

（誤）C. S. Lewis: A Christian Objectivist （University Press of America, 2000） 
（正）The Imaginative World of C. S. Lewis （University Press of America, 2000）

2016年９月発行の『学報』第152号4ペー
ジに誤りがございました。ご迷惑をおかけい
たしましたこと、お詫びして訂正いたします。
（誤）純子夫人
（正）順子夫人

訂正


